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さわやかな秋晴れに

萩の郷文化祭りふれあい広場

消防ふれあい広場 開催/
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秋
も
深
ま

っ
た
十
月
十
七
日

・
十

八
日
の
両
日
、
下
市
田
区
の

「
萩

の

郷
文
化
祭
り
」
、
「
消
防
ふ
れ
あ
い
広

場
」
、
「
萩

の
郷
ふ
れ
あ
い
広
場
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

二
日
間
に
わ
た
り
館
内
で
は
、
区

民
の
皆
様
が
日
頃
か
ら
努
力
さ
れ
た

作
品
の
展
示
、
屋
外
で
は
盆
栽

・
菊

の
展
示
、
ま
た
来
年
の
御
柱
祭
に
む

け
資
料
の
展
示
も
あ
り
、
大
勢
の
皆

様
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

十
七
日
午
後
か
ら
は
、
消
防
団
第

一
分
団
の
皆
様
と
子
供
さ
ん
と
の
ふ

れ
あ
い
広
場
が
行
わ
れ
、
消
防
に
関

す
る
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

翌
十
八
日
は

「
萩

の
郷
ふ
れ
あ
い

広
場
」
を
行

い
、
御
招
待
し
た
七
十

五
歳
以
上
の
皆
様
の
う
ち
百
二
十
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

開
会

の
前

に
は

「
土
曜
笑
学
校
」

の
落
語
で
笑
い
、
会
場
は
和
や
か
な

雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
下
市
田
区
内
に
お
住

い
の
喜
寿

。
米
寿

・
卒
寿
以
上
の
皆

様
百
六
十
八
名
に
下
井
区
長
よ
り
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
昼
食
後
は
ス
テ
ー

ジ
発
表
で
、
歌

ｏ
ハ
ン
ド
ベ
ル

・
フ

ラ
ダ
ン
ス

・
吹
奏
楽
を
楽
し
み
、
最

後

に
参
加
者
全
員
で

「
信
濃

の
国
」

の
大
合
唱
を
し
、
二
日
間
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
と
な
り
ま
し
た
。

参
流
事
べ
ら
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区
の
情
勢
に
つ
い
て

区
長

下

井

美
紀
男

皆
様
に
は
ご
出
席

願
い
、
追
悼
の
意

を
捧
げ
平
和
を
祈

念
す
る
日
と
致
し
て
お
り
ま

す
。
ご
遺
族
会
の
皆
様
と
と

も
に
忠
魂
祭
の
行
事
を
通
し

て
、
先
の
悲
惨
な
戦
争
の
惨

禍
を
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い

平
和
の
存
続
を
望
む
機
会
と

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
　
次
に
区
有
林
の
状
況
を

お
知
ら
せ
し
て
お
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
山
の
神
上
の
区

有
林
の
ヒ
ノ
キ
が
立
派
に
育
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
森

林
組
合
か
ら
の
提
案
も
あ
り
、

保
育
間
伐
と
い
う
位
置
付
け

で
国
と
県
の
補
助
金
を
受
け

な
が
ら
、
用
材
と
な
る
木
に

つ
い
て
搬
出
し
売
却
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
面
積
は
五

ｈ
余
で
し

っ
か
り
間
伐
さ
れ

た
生
き
の
い
い
元
気
な
山
に

な
り
ま
す
。

０
　
交
通
安
全
対
策
で
は
、

区
内
に
い
く
つ
か
の
検
討
の

必
要
個
所
が
あ
り
ま
す
が
、

河
原
の
二
区
か
ら
出
砂
原
に

向
か
う
農
免
道
路
の
先
線
の

拡
幅
改
良
と
、
五
区
の
国
道

武
陵
地
交
又
点
の
改
良
及
び

信
号
機
設
置
に
つ
い
て
事
業

化

へ
向
け
、
地
元
協
議
に
入

り
ま
す
。

今
年
も
ダ
ブ
ル
台
風
と
か

集
中
豪
雨
で
大
災
害
に
見
舞

わ
れ
た
地
域
が
あ
り
ま
し
た
。

防
災
は
地
域
に
と

っ
て
大
切

な
取
り
組
み
で
す
。
区
民

一

同
防
災

へ
の
認
識
と
行
動
を

確
か
め
あ
い
ま
し
ょ
う
。

日
　
本
年
は
戦
後
七
十
年
目

と
い
う
節
日
で
、
新
聞
や
テ

レ
ビ
な
ど
メ
デ
ィ
ア
で
は
戦

争
の
犠
牲
者
を
悼
む
と
同
時

に
平
和
を
問
う
、
平
和
を
語

り
考
え
る
機
会
と
し
て
戦
争

と
平
和
が
大
き
く
扱
わ
れ
て

関
心
を
呼
び
ま
し
た
。

下
市
田
区
で
は
春
と
秋
の

萩
山
神
社
の
例
祭
時
に
忠
魂

祭
を
執
り
行
い
、
ご
遺
族
の

中
間
監
査
報
告

監
査
委
員
長
　
択憔
［村
］
　
一

去
る
十
月
二
十
日
午
後
三

時
よ
り
、
下
市
田
区

・
公
民

館
下
市
田
支
館

・
萩
山
神
社

の
平
成
二
十
七
年
度
中
間
決

算
の
監
査
を
行
い
ま
し
た
。

下
市
田
区
に
つ
い
て
は
、

一
般
会
計

・
特
別
会
計
の
決

算
報
告
書
に
基
づ
き
予
算
の

執
行
状
況
、
収
入
支
出
の
状

況
お
よ
び
整
合
性
に
つ
い
て

監
査
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

精
査
の
結
果
、
適
正
で
あ
る

事
を
認
め
ま
し
た
。

下
市
田
支
館
の
決
算
に
つ

い
て
も
、
決
算
報
告
書
に
基

づ
き
監
査
を
実
施
、
適
正
で

あ
る
事
を
認
め
ま
し
た
。

萩
山
神
社
の
決
算
に
つ
い

て
は
監
査
の
結
果
、　
一
般
会

計

・
特
別
会
計
と
も
適
正
で
一

あ
る
事
を
認
め
ま
し
た
。　
　
一

以
上
の
通
り
報
告
致
し
ま
す
。
一

平成27年度下市田区一般会計 中間決算報告書
(自 平成27年 4月 1日 ～至平成27年 9月 30日 )

決算収入額 18,536,817円 決算支出額 8,202,448円 差引残高 10,334,369円
【支出の部】 △印減 (単位 円)【収入の部】

平成27年度 公民館下市田支館 中間決算報告書
(自 平成27年 4月 1日 ～至平成27年 9月 30日 )

決算収入額 2,385,664円 決算支出額 1,640,485円  差引残高 745,179円
【支出の部】

科   目 予 算 額 決 算 額 1 増  減

支 出

産 収

7,159,552

15,650,000

6,620,000

1,150,000

161,000

1,620,000

1,980,000

7,159,552

7,671,700

1,708,535

7,978,300

4,911,465

215,450

0

89,980 △  1,060,020

1,600,000 △

91,600

収 入 合計 34,340,552 18,536,817 △ 15,803,735

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減
総  務  費
環境衛生費

林  務  費
土  木  費
水  利  費
防  災  費
公 民 館 費

予  備  費

13,298,000

1,007,000

760,000

1,957,000

6,535,000

2,528,000

3,000,000

5,255,552

3, 845, 771

153,901

509,612

1,016,294

1,176,870

1,500,000

∠:ゝ  9,452,229

△  1,007,000

△    606,099

△  1,447,388

△  5,518,706

△  1,351,130

△  1,500,000

∠:ゝ  5,255,552

支 出合 計 34,340,552 8,202,448 ∠:ゝ 26,138,104

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減
越

入

助

収

金 498,778

3,000,000

520,000

1,000

498,778

1,500,000

380,800

6,086

∠:ヽ  1,500,000

△   139,200

5,086

0

収 入 合計 4,019,778 2,385,664 △ 1,634,114

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減
総  務  費
事  業  費
広 報  費
予 備  費

1,930,000

1,870,000

11,000

208,778

741,213

899,272

0

0

1,188,787

970,728

11,000

208,778

△

△

△

△

支 出合 計 4,019,778 1,640,485 ∠:ゝ 2,379,293

△印減 (単位 円)【収入の部】
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地域の輪 盛大に
去
る
七
月
二
十
五
日

（土

曜
日
）
下
市
田
区
民
会
館
広

場
に
て
、
萩
の
郷
祭
り
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
萩
の
郷
祭
り
を
成

功
さ
せ
よ
う
と
、　
一
ヶ
月
以

上
前
か
ら
下
井
区
長

・
仲
平

支
館
長
を
中
心
に
計
画
準
備

を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
朝
か
ら
担
当
部

署
に
分
か
れ
て
、
テ
ン
ト
張

り

・
舞
台
作
り

・
駐
車
場
の

割
り
振
り

・
地
区
の
座
席
決

め

・
照
明

・
音
響
設
備
の
準

備
を
行
い
ま
し
た
。

午
後
に
な
る
と
、
お
楽
し

み
コ
ー
ナ
ー
の
各
青
年
会

ｅ

や
ら
ま
い
会
の
テ
ン
ト
が
張

ら
れ
る
と
、
お
祭
り
気
分
が

高
ま
り
場
が
盛
り
上
が

っ
て

き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
夕
方
五
時
半
よ

り
、
女
性
太
鼓
ク
ラ
ブ
紅
華

の
呼
び
込
み
太
鼓
に
よ
り
、

お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
が
開
店

し
、
開
会
式
に
よ
り
お
祭
り

が
始
ま
り
ま
し
た
。

第

一
部
は
い
よ
い
よ
来
年

に
迫

っ
た
御
柱
の
お
祭
り
の

中
心
と
な
る
木
遣
保
存
会
の

発
表
、
第
二
部
は
紅
華
の
皆

さ
ん
の
威
勢
の
良
い
太
鼓
演

奏
、
第
二
部
は
保
育
園
児
に

よ
る
愛
く
る
し
い
園
児
ダ
ン

ス
、
第
四
部
は
子
供

エ
ア
ロ

ビ

ッ
ク
ス
の
元
気
い
っ
ぱ
い

の
踊
り
、
第
五
部
は
各
区
の

発
表
、
第
六
部
は
育
成
会
に

よ
る
縄
文
の
火
お
こ
し
花
火

大
会
が
あ
り
、
子
供
た
ち
が

楽
し
そ
う
に
花
火
を
行
い
、

燃
え
カ
ス
と
交
換
で
ジ

ュ
ー

ス
を

も

ら

っ
て

い
ま

し

た
。

第
七
部
は
納
涼
盆
踊
り
大
会

で
、
高
森
音
頭

な
ど
を
踊
り
、

最
後
は
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
で
締

め
く
く
り
閉
会

式

へ
と
、
無
事

に
楽
し
い

一
日

を
終
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
お
祭
り

に
ご
協
力
頂
い

た
全
て
の
関
係

者
の
方
々
に
感

謝
申
し
上
げ
ま

す
。

北
沢
記

よいしょ一、よいしょ一、よいしよ―

や～山の神様お願いだ～♪

「本当に火がつくの ?」

真剣に取り組んでいる子供たち

今年も登場 柿丸くん /
子供たちも大喜び
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千
戌
二
十
七
年
度

下
市
口
史
化
祭

萩
の
郷

ふ
れ
あ

い
広
場

秋
晴
れ
の

中
、
十
月
十

七

・
十
八
日
、

下
市
田
区
民

会
館
に
於
い

て

「
下
市
田

文
化
祭
り
」

が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

屋
内
展
示
で
は
、
来
年
御

柱
祭
が
行
わ
れ
る
事
も
あ
り
、

木
遣
り
保
存
会
か
ら
歴
代
の

薙
鎌
の
展
示
、
美
人
画
教

室
か
ら
顔
の
表
情
豊
か
で

気
持
ち
が
込
め
ら
れ
た
美

人
画
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
び
す

け

っ
と
の
「
さ
く
ら
亭
」
と

「
や
ま
ぶ
き
亭
」
か
ら
細

か
な
所
ま
で
全
て
手
作
り

の
ち
ぎ
り
絵
な
ど
の
作
品
、

下
市
田
史
談
会

・
下
市
田

古
文
書
研
究
会
の
方
々
の

貴
重
な
研
究
資
料
、
色
合

い
美
し
い
小
物
や
バ

ッ
ク

芸術の秋
文化祭り

１

♂
バ

は
、
四
区
革
工
芸
ク

ラ
ブ
、
幻
想
的
、
躍

動
感
あ
る
写
真
、
水

墨
画

・
か
な
書
道
の

会
場
に
は
、
力
作
が

揃
い
ま
し
た
。

会
場
人
口
で
は
、

茶
室

「
下
市
庵
」
が

開
店
さ
れ
、
茶
道
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
よ

る
お
抹
茶
の
接
待
が
あ

菊
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
皆
様
の
協
力
に
よ
り
と
て

屋
外
展
示
で
は
、
一二

も
賑
や
か
な
文
化
祭
り
に
な

十
年
以
上
丹
念
に
育
て

り
ま
し
た
。

ら
れ
た
盆
栽
・
ツ
ツ
ジ
・　
　
　
　
　
　
　
　
松
島
記

萩の郷
ふれあい広場

口「
'"響

顎 H臓 口 嘔

"要

硼

十
月
十
七

・

十
八
日
秋
晴
れ

の
下
、
七
十
五

歳
以
上
の
皆
様
を
お
招
き
し

て
平
成
二
十
七
年
度

「
萩
の

郷
ふ
れ
あ
い
広
場
」
が
区
民

会
館
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ご
長
寿

の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
喜
寿

・
米
寿

・
卒

寿
の
方
々
が
表
彰
さ
れ

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
こ
こ
で
祝
宴

・
昼

食
と
な
り
、
土
曜
笑
学

校

・
木
遣
り
を
観
賞
し
、

午
後
の
部
の
舞
台

発
表
が
始
ま
り
ま

し
た
。
「
ハ
ニ
ー
ベ
ル

・

柿
楽
会

・
フ
ラ
ダ

＝
＝
＝
Ｈ
Ч

ン
ス
・高
森

ニ
ュ
ー

サ
ウ

ン
ズ
」
の
皆

さ
ん
に
よ
る

「
青
い
山

脈

・
秋
の
童
謡
メ
ロ
デ

ィ
ー

・
見
上
げ
て
ご
ら

ん
夜
の
星
を
」
な
ど
馴

染
み
深
い
曲
の
演
奏
に

会
場
は
拍
手
が
お
こ
り

ま
し
た
。

祝
宴
の
最
後
は
、
参
加
者

全
員
で

「
信
濃
の
国

・
上
を

向
い
て
歩
こ
う
」
を
大
合
唱

し
、
ご
長
寿
の
皆
様
の
末
永

い
健
康
を
祈
念
し
な
が
ら
、

終
宴
と
な
り
ま
し
た
。
池
野
記

、
．■

｝・「

ロロ
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消
防
団
第
一分
団
分
団
長

小

末
畠
星
押
〓太
帥
叩
　
消
火
器
取

日
頃
か
ら
消
防
団
活
動

へ
　
扱
い
体
験
、
消
防
自
動
車
展

の
ご
理
解
、
ご
協
力
あ
り
が

示
な
ど
、
下
市
田
の
役
員
の

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
　
　
　
　
，万
々
に
お
手
伝
い
い
た
だ
き

平
成
二
十
七
年
度
高
森
町

な
が
ら
、
七
十
名
以
上
の
保

消
防
団
第

一
分
団
で
は

「
つ
　
育
園
児

・
小
学
生
に
、
い
ろ

な
が
り
と
、
人
と
人
、
地
域

と
の
繋
が
り
を
大
切
に
す
る
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、
活
動

し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
、
「
下
市
田
文

化
祭
り

・
萩
の
郷
ふ
れ
あ
い

広
場
」
の

一
端
と
し
て
、
消

防
ふ
れ
あ
い
広
場
を
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

消
防
自
動
車
乗
車
体
験
、

子
供
用
防
火
服
試
着
体
験
、

小
型
ポ
ン
プ
に
よ
る
放
水
体

萩
山
神
社
か
ら

氏
子
総
代
長

中
，
垣
一
産
口

一成

萩
山
神
社
の
運
営
に
つ
き

ま
し
て
、
区
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

萩
山
神
社
は
、
平
安
時
代

の
末
期
に
松
岡
様
が
諏
訪
大

社
か
ら
建
御
方
命
を
勧
請
、

創
建
さ
れ
ま
し
た
。
創
建
以

来
長
い
年
月
神
様
の
ご
加
護

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の

で
萩

の
郷
は
災

害
も
少
な
く
安

寧
で
大
変
住
み

や
す
く
安
住
の
地
で
あ

り
ま
す
の
で
、
改
め
て

祭
事
を
通
じ
神
様
に
感

謝
を
申
し
あ
げ
て
お
り

ま
す
。
さ
て
、
十
月
に
は
伊

勢
神
宮
の
大
麻
な
ど
神

符
の
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
神
棚
の
お

札
は
新
し
い
も
の
に
架
け
替

え
て
い
た
だ
く
と
と
と
も
に
、

年
末
年
始
に
は
お
宮

へ
ご
参

拝
い
た
だ
き
、
新
た
な
お
心

向
き
で
、
新
年
を
お
迎
え
い

た
だ
く
よ
う
、
お
勧
め
い
た

し
ま
す
。

来
年
は
申
年
で
二
月
末
に

い
ろ
な
体
験
を
し
て
も
ら
う

事
が
で
き
、
楽
し
み
な
が
ら

防
火
意
識
、
ま
た
消
防
活
動

へ
少
し
で
も
関
心
を
持

っ
て

も
ら
う
事
が
で
き
た
の
で
は

と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
地
域

の
方
と
の
繋
が
り
は
消
防
団

活
動
を
行

っ
て
い
く
上
で
と

て
も
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
地
域
の
み
な
さ

ん
と
ふ
れ
あ
え
る
行
事
に
毎

年
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
ビ
ラ
配
り
、
消
火

器
点
検
、
火
の
元
点
検
等
で

ご
家
庭

へ
団
員
が
伺
い
ま
す

が
そ
の
際
は
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

消
防
団

一
同
、
地
域
の
方

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
日
々
活
動
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
さ
ら
な
る
ご
理

解
ご
協
力
重
ね
て
お
願
い
致

し
ま
す
。

■■■■■■■

防
災
委
員
会
は
、　
一
区
二

名
、
二
区
か
ら
六
区
ま

で

一

萩
山
神
社
式
年
御
柱
祭

を
執

り
行
い
ま
す
。
六
十
歳

に
な

る
申
年
生
ま
れ
の
皆
様

が
中

心
と
な
り
、
早
速
実
行
委
員

会
を
結
成
し
て
活
動
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
仮
見
立
て

本
見
立
て
も
済
み
十

一
月
二

十
九
日
に
山
出
し
を
行

い
ま

す
。
区
民
全
員
参
加
で
賑
々

し
く
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ

う
皆
様
の
ご
参
加
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
寄
付
等
の
ご
奉

仕
も

お
願

い
を
い
た
し
ま
す

の
で

何
卒
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

区
民
の
皆
様
の
ご
努
力
と

神
様
の
ご
加
護
に
よ
り
、
区

民
皆
様
の

一
層
の
ご
健
勝
、

ご
活
躍
を
、
総
代

一
同
祈
念

申
し
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

委
員
会
活
動

報
告

防
災
委
員
長

大

場

優

彦
,■ス■■■■

名
ず

つ
、
消
防

団

一
名
の
、
計

八
名
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

活
動

で
す
が
、
六
月

二
十
日
に
、
危
険
箇
所

点
検
を
行
い
ま
し
た
。

計
八
箇
所
を
点
検
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
で
危
険
な
所
は
な

い
か
、
し

っ
か
り
点
検
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
八
月
二
十
日

に
町
の
総
合
防
災
訓
練
に
参

加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
悪

天
候
で
し
た
が
、
各
自
治
会

ご
と
安
否
確
認
と
、
消
火
栓

を
使

っ
た
訓
練
や
、
消
火
器

を
使

っ
た
訓
練
、
軽
便
ポ
ン

プ
を
使

っ
た
訓
練
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
自
治
会
で
、
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

大
変
に
、
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

今
後
は
、
来
年

一
月
か
ら

二
月
に
か
け
て
、
防
災
研
修

会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
は
、
ま
た
お
世
話

に
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

今
後
と
も
、
防
災
委
員
会

の
活
動
に
、
御
理
解
と
御
協

力
を
、
お
願
い
致
し
ま
す
。
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を
よ
り
魅
力
あ
る

ブ
ラ
ン
ド
に
高
め
、

生
産
農
家
経
営
は

Ｊ菱訂
柿嘉
政則厄
轟鵜
響

市
田
柿
発
祥
の
地
高
森
町

た
。
本
施
設
の
完
成
に
至
る

下
市
田
に
稼
働
三
年
目
を
迎

ま
で
高
森
町
及
び
地
元
の
皆

え
る
Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州
市
田

様
、
柿
部
会
の
皆
様
は
じ
め

柿
工
房
の
紹
介
を
さ
せ
て
い

多
く
の
関
係
者
の
方
々
に
よ

た
だ
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
る
ご
尽
力
と
ご
理
解
に
よ
り

平
成
二
十
四
年
四
月
に
地

完
成
し
ま
し
た
こ
と
心
よ
り

域
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
市
田
柿

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

管
内
で
生
産
さ
れ
る

『
市

田
柿
』
は
、
平
成
十
八
年
に

地
域
団
体
商
標
に
認
定
さ
れ
、

機
械
化
や
品
質
検
査
体
制
の

整
備
も
進
み
、
当
Ｊ
Ａ
管
内

は
日
本
有
数
の
千
柿
産
地

へ

と
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
地
域
団
体
商
標

の
取
得
に
よ

っ
て
市
場
等
販

売
先
か
ら
の
要
望
が
増
え
る

一
方
、
産
地
で
は
生
産
農
家

の
高
齢
化
や
品
質
と
生
産
量

の
不
安
定
化
や
生
産
量
の
減

少
、
品
質
基
準
の
不
明
確
化

な
ど
の
課
題
が
発
生
し
て
お

り
、
品
質
管
理
と
ブ
ラ
ン
ド

カ
維
持
に
重
点
を
置
い
た
拠

点
が
求
め
ら
れ
て
お
り
当
施

設
の
建
設
に
至
り
ま
し
た
。

当
施
設
は
、
食
品
製
造
処

理
加
工
施
設
の
衛
生
環
境
等

を
整
え
る
と
共
に
、
安
心
安

全
な
加
工
技
術

へ
の
取
り
組

み
と
し
て
、
脱
針
式
か
ら
吸

引
式
皮
剥
き
機

へ
の
完
全
移

行
に
伴

っ
た
吸
引
式
皮
剥
き

機
、
収
穫
時
期
や
天
候
に
左

右
さ
れ
に
く
い
機
械
乾
燥
に

よ
る
乾
燥
期
間
を
短
縮
し
た

加
工
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

千
柿
に
つ
い
て
は
、
自
動
計

量
包
装
機
に
よ
る
全
国
大
手

量
販
店
や
生
協

へ
の
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
商
品
の
包
装
を
中
心

に
特
色
あ
る
商
品
づ
く
り
を

展
開
し
て
お
り
ま
す
。

当
施
設
で
の
生
柿
加
工
取

り
扱
い
量
は
、　
一
昨
年

一
二

五
ｔ
、
昨
年
二

一
〇
ｔ
、
本

年
度
の
申
込
み
数
量
二
五
〇

ｔ
と
、
年
々
増
加
し
て
お
り
、

当
施
設

へ
の
期
待
の
表
れ
を

実
感
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

千
柿
の
取
り
扱
い
は
本
年
度

二
五
Ｏ
ｔ
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
。

三
区
の紹
介
　
　
　
ぅ醐潮っ「副』が一い

三
区
副
自
治
会
長
　

　

会
は
明
治
以
降
防
災

此
本

田

良
二
略

や
助
け
合
い
で
結
ば

下
市
田
三
区
は
、　
れ
発
展
し
て
来
た
歴
史
が
あ

伊
那
山
脈
南
ア
ル

リ
ま
す
。
近
年
の
大
き
な
自

プ
ス
を
南
に
望
み
、

然
災
害
に
対
し
て
自
主
的
な

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

防
災
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ

周
辺
や
区
民
会
館

り
、
災
害
に
よ
る
被
害
の
予

を
中
心
と
す
る
地

防
と
軽
減
を
図
る
目
的
と
し

域
及
び
Ｊ
Ｒ
よ
り
南
側
地
域

と
、
時
間
の
経
過
と
共
に
上

段
よ
り
順
番
に
朝
霧
か
ら
陽

差
し
が
の
ぞ
く
地
区
に
、
約

二
百
五
十
戸
の
自
治
会
加
入

世
帯
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

中
心
部
に
は
区
民
会
館

・
保

育
園
の
公
共
施
設
や
歴
史
あ

る
萩
山
神
社
等
、
区
民
が
集

全
国
的
に
干
柿
生
産

へ
の

関
心
が
強
ま
る
傾
向
の
中
で

新
た
な
消
費
者

・
多
様
化
す

る
消
費
者

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
商
品
づ
く
り
を
行
い
、

信
頼
の
ブ
ラ
ン
ド

『市
田
柿
』

を
更
に
成
長
さ
せ
る
と
共
に

今
後
と
も
地
元
の
皆
様
に
は

よ
り

一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
賜
り
、
本
施
設
の
稼
働
に

よ
り

『
市
田
柿
』
の
生
産
向

上
と
情
報
発
信
及
び
柿
生
産

農
家
支
援
に
寄
与
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

て
、
本
年
防
災
委
員
会
を
発

足
致
し
ま
し
た
。
活
動
は
委

員
会
が
作
成
し
ま
し
た
防
災

減
災

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
全
世
帯

に
配
布
し
、
地
域
防
災
訓
練

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
又
、

災
害
に
対
し
て
犠
牲
者
を
出

さ
な
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
を
目
指
し
て
定
期
的
に

会
議
を
行

っ
て
い
ま
す
。

又
、
主
な
自
治
会
活
動
と

し
て
、
春
に
は
各
常
会
が
出

演
し
笑
顔
が
絶
え
な
い
お
好

み
演
芸
会
、
秋
に
は
競
技
の

進
行
と
と
も
に
熱
く
な
る
隔

年
行
わ
れ
る
三
区
運
動
会
、

冬
に
は
運
動
不
足
を
解
消
す

る
ペ
タ
ン
ク
大
会
で
す
。
そ

の
他
に
最
近
で
は
、
子
供
と

高
齢
者
が
交
流
す
る
多
世
代

交
流
を
開
催
し
ま
し
た
。
軽

ス
ポ
ー
ツ
と
食
事
会
を
例
年

実
施
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

本
年
は
防
災
の
炊
き
出
し
訓

練
を
併
合
し
て
実
施
し
ま
し

た
。
当
日
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
の

後
は
子
供
の
保
護
者
と
炊
き

出
し
に
協
力
し
て
い
た
だ
い

た
地
域
の
方
々
が
握

っ
た
お

に
ぎ
り
と
カ
レ
ー
の
食
事
を

と
り
、
全
員
で
防
災
ク
イ
ズ

に
挑
戦
し
て
大
い
に
盛
り
上

が
り
楽
し
く
親
睦
を
図
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
様
に
自
治
会
で
主
催

す
る
行
事
に
は
、
各
世
代
の

方
々
の
協
力
に
よ
り
今
日
ま

で
成
り
立

っ
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
も
諸
先
輩
が
築
い
た
明

る
く
楽
し
く
住
み
や
す
い
三

区
を
自
治
会
と
し
て
継
承
し

て
参
り
ま
す
。

最
後
に
地
域
の
課
題
と
致

し
ま
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
三

区
を
担
う
後
継
者
が
育

っ
て

い
け
る
よ
う
な
環
境
作
り
が

必
要
と
思
い
ま
す
。

地
元
施
設
の
紹
介

・
′

・

聰

蜃

L

●

・́

●́ 、

〆

　

ヽ
Ｌ

ヮ
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応
援
団
の
銘
を
受
け
　
　
核
′ば
ハ
一
ず
唯
感

一
区

中

村

英

之
　
訪
期
＾
相
円
は
三

本
年
度
、
町
民
運
動
会
に

学
年
七
名
で
構
成
さ
れ
、
幼

て

一
区
の
名
誉
あ
る
応
援
団

い
時
か
ら
共
に
遊
び
育

っ
た

に
委
嘱
さ
れ
約

一
か
月
に
わ

仲
間
で
あ

っ
た
た
め
、
息
が

た
る
練
習
を
経
て
当
日
を
迎

合
い
伝
統
の
三
二
七
拍
子
や

え
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
運
　
フ
レ
ー
フ
レ
ー
、
花
笠
音
頭

動
会
は
雨
天
で
中
止
と
な

っ
　
も
諸
先
輩
方
で
あ
る
指
導
員

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
　
の
皆
様
に
い
た
だ
い
た
指
示

も

一
区
役
員
の
皆
様
の
ご
配

に
忠
実
に
、
そ
し
て
メ
ン
バ
ー

慮
で
発
表
会
を
行

っ
て
い
た

同
士
で
気
軽
に
指
摘
し
あ
い

だ
き
、
練
習
の
成
果
を
皆
様

な
が
ら
練
習
を
重
ね
て
き
ま

に
見
て
い
た
だ
く
機
会
を
与

し
た
。
特
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

と
子
ど
も
バ

ッ
ク
ダ
ン
ス

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ア
イ
デ
ィ

ア
を
出
し
合
い
作
り
上
げ

精
力
的
に
練
習
し
て
ま
い

木
犀
の
頃
　
　
　
　
榔獅強げ珊肺瑚腱

三
区

中

村

あ

け

み
　
地
域
の
方
々
の
中
で

重
い
鞄
を
手
に
急
な
坂
道

・暮
ら
し
て
来
ら
れ
た
事
を
心

を
登
り
き

っ
た
瞬
間
、
鼻
腔

か
ら
幸
せ
に
思
う
。

に
広
が

っ
た
金
木
犀
の
香
。
　
　
九
年
前
と
七
年
前
、
父
母

暫
し
幸
福
感
に
包
ま
れ
た
高

を
共
に
発
病

一
ヶ
月
で
亡
く

三
の
私
…
。
以
来
木
犀
の
頃

し
て
後
、
秋
の
色
は
沈
ん
だ
。

必
ず
そ
の
場
面
が
甦
る
私
も
、　
け
れ
ど
家
族
や
周
り
の
方
々

い
つ
の
間
に
か
還
暦
を
過
ぎ

　

，

た

。縁
あ

っ
て
下
市
田
の
住
人
　
‐，

と
な

っ
て
約
二
十
年
。
冠
雪

‐

の
夕
暮
れ
時
、
桃
色
に
輝
く

，

姿
の
殊
に
美
し
い
仙
丈
岳
を

り

ま

し

た
。

本
年
度
は
運
動
会
の
場
に

て
発
表
す
る
機
会
に
は
恵
ま

れ
な
か

っ
た
も
の
の
、
機
会

あ
ら
ば
ど
こ
か
で
ま
た
披
露

す
る
時
に
是
非
ご
覧
頂
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
今
後
は
数
十

年
来
の
伝
統
を
引
き
継
げ
る

よ
う
に
メ
ン
バ
ー

一
同

一
層

の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

大
変
お
世
話
様
に
な
り
ま
し

た
。

実
行
委
員
長

イ

ッ
～
や
ぁ
～

ぁ
～
や
ま
の
ぉ

～

お
～

か
み
さ
ま

ぁ
ぁ
～
お

ね

ぇ
が

ぁ
あ

ぁ
イ

ッ
だ

ぁ
～

七
年
に

一
度
の
萩
山
神
社

式
年
御
柱
祭
が
十

一
月
二
十

九
日
山
出
し
、
来
春
二
月
十

三
日
に
大
縄
う
ち
、
二
月
二

十
七
日
里
び
き

・
た
て
御
柱

の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

九
月
二
十
日
に
は
、
木
曽

か
ら
取
り
寄
せ
た
檜
で
、
御

柱
祭
の
旗
と
も
言
え
る
本
梵

天
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
九
月

二
十
六
日
に
は
本
見
立
て
が

行
わ
れ
、
二
本
の
御
柱
が
選

三

浦

喜
久
夫

（三
区
）

木
さ
れ
ま
し
た
。

本
梵
天
、
御
神
木
と
ひ
と

つ
ひ
と
つ
祭
り
の
形
が
見
え

て
き
ま
し
た
。

御
柱
祭
は
御
神
木

・
大
縄

・

人
、
そ
し
て
梵
天
を
高
々
と

あ
げ
、
き
や
り
唄
と
威
勢
の

い
い
嘲
吹
の
音
頭
で
力
を
あ

わ
せ
て
御
柱
を
ひ
き
回
す
単

純
な
お
祭
り
で
す
。
時
に
は

土
手

へ
落
と
し
、
川
に
落
と

し
、
鋭
角

・
直
角
の
角
を
、

歴
史

の
あ
る
、
し
か
し
七

年

に

一
度
し
か

で
き
な

い
祭

り

で
す
。

区
民

の
お
祭
り
と
し
て
盛

大

に
出
来
る
よ
う
、
実
行
委

員

一
同
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
区
民

の
皆
さ
ん
も
御
柱

祭

に
む
け

て
、

こ
こ
ろ
ひ
と

つ
に
な
れ
ま
す
よ
う
お
願

い

し
ま
す
。

イ

ッ
～
や
ぁ
～

ぁ
～
ち
か
ら

を
ぉ
～
ぉ
～
あ
わ
せ
て
ぇ
ぇ
お

ね
ぇ
が
ぁ
あ
ぁ
イ
ッ
だ
ぁ
～

よ

い
し

ょ
／

よ

い
し

ょ
／

よ
い
し

ょ
／

な i:
い ::

の
お
蔭
で
少
し
ず
つ
色
を
取

り
戻
し
始
め
た
昨
年
の
同
じ

十
月
。
初
孫
が
誕
生
。
大
き

な
喜
び
と
共
に
、
そ
の
彩
や

か
な
色
も
戻

っ
た
。

し
か
し
裏
腹
に
頭
を
極
げ

る
不
安
。
続
く
自
然
災
害
の

為
だ
け
で
は
な
い
。
今
年
木

犀
の
頃

つ
い
に
そ
の
姿
は
露

と
な

っ
た
。
両
親
に
聞
い
た

東
京
大
空
襲
の
惨
さ
。
三
十

一
歳
の
ま
ま
サ
イ
パ
ン
に
眠

る
伯
父
。
幾
百
万
の
尊
い
犠

牲
の
上
に
築
か
れ
た
こ
の
平

穏
は
永
久
に
保
証
さ
れ
て
は

。
子
や
孫
、
や
が
て

生
ま
れ
来
る
子
等
に
確
実
に

手
渡
す
事
が
、
今
を
生
き
る

私
達
の
責
任
で
は
な
い
か
。

南
小
東
階
段
横
の
健
気
な

十
月
桜
。
初
め
て
植
え

（北

東
に
／
）
漸
く
咲
き
始
め
た

ヘ
ブ
ン
リ
ー
ブ
ル
ー
。
母
の

好
き
だ

っ
た
フ
シ
グ

ロ
セ
ン

ノ
ウ
…
庭
に
た

っ
た

一
輪
咲

き
残
る
橙
色
の
…
。
秋
の
花
々

を
眺
め
な
が
ら
心
か
ら
祈
る
。

あ
の
秋
の
不
安
は
杞
憂
だ

っ

た
と
笑
え
る
日
の
来
る
事
を
。

る
お
祭
り

で

，

す
ｏ
　

　

　

「

て
こ
棒
と
五

十
メ
ー
ト
ル

の
大
縄
を
駆

使
し
て
人
の

力
で
前

へ
前

へ
と
進
め
る
。

一
本
の
御

神
木
と
大
縄

が
人
々
の
心

を

つ
な
ぎ
、

心
を
ひ
と

つ

に
し
て
御
柱

を
ひ
き
回
す
。

区
民
の
皆
さ

ん
が
集
い
力

を
あ
わ
せ
て

つ
く
り
あ
げ

イ
＾

ヽ
コ
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頑
張
った
組
体
操
　
　
牌時雌わ隧一闘
哺

小
六

原

　

実

優

（四
区
）

一
斉
自
ラ
ミ
ッ
ド
、

十
月
二
日
に
高
森
南
小
の
　
二
人
技

一
つ
ひ
と
つ
技
が
終

運
動
会
が
あ
り
ま
し
た
。
私

わ
る
た
び
た
く
さ
ん
の
拍
手

が

一
番
頑
張

っ
た
種
目
は
、
　

が
聞
こ
え
ま
し
た
。
フ
ァ
イ

組
体
操
で
す
。
毎
日
砂
だ
ら

け
に
な

っ
た
り
、
裸
足
で
小

石
を
ふ
ん
で
痛
く
て
も
頑
張

り
ま
し
た
。

五
年
の
時
か
ら
ク
ラ
ス
で

倒
立
の
練
習
を
し
て
き
た
の

で
、
六
年
に
な

っ
て
あ
ま
り

苦
労
せ
ず
に
す
み
ま
し
た
。

私

の
運
動
会

の
目
標
は
、

「
あ
き
ら
め
ず
最
後
ま
で
全

力
を

つ
く
す
。
」
で
す
。

そ
し
て
迎
え
た
当
日
、
と

て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
私
は

赤
組
で
短
き
ょ
り
走
や
、
騎

馬
戦
を
頑
張
り
ま
し
た
。
色

ん
な
種
目
を
終
え
、
い
よ
い

ナ
ル
巨
大
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
が
終

わ
り
、

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
最
後

は
本
部
前
で
あ
い
さ

つ
を
し

ま
し
た
。

ク
ラ

ス
全
員

で

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し

た
１
／
」
と
言

っ
た
時
や
り

私

の

家

族

小
五

花

井

友

美

私
の
家
は
九
人
家
族
で
す
。

兄
弟
が
七
人
い
て

一
番
上
と

一
番
下
が
十
五
才
ち
が
い
で

す
。
私
は
、
兄
弟
の
中
で
真

ん
中
で
す
。
上
か
ら
四
番
目
、

下
か
ら
四
番
目
で
す
。
兄
弟

を

一
番
上
か
ら
し
ょ
う
会
し

て
い
き
ま
す
。
十
七
才
の
お

兄
ち
ゃ
ん
は
、
ち
ょ
っ
と
い

じ
わ
る
だ
け
ど
、
で
も
や
さ

し
い
所
も
あ
り
ま
す
。
十
四

才
の
お
姉
ち
ゃ
ん
は
、
と
て

も
お
も
し
ろ
い
で
す
。
十
二

き

っ
た
気
持
ち
も
あ

っ
た
け

ど
少
し
さ
み
し
か

っ
た
で
す
。

小
学
校
最
後
の
運
動
会
は
、

悔
い
の
な
い
思
い
出
に
残
る

最
高
の
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

才
の
お
姉
ち
ゃ
ん
は
、

よ
く
私
と
遊
ん
で
く

（五
区
）

れ
ま
す
。
七
才
の
弟

は
、
や
ん
ち
ゃ
で
い
つ
も
み

ん
な
を
笑
わ
せ
て
く
れ
ま
す
。

五
才
の
妹
は
、
す
ぐ
な
く
け

ど
元
気
で
す
。
も
う
す
ぐ
二

才
に
な
る
妹
は
、
と
に
か
く

か
わ
い
い
で
す
。

こ
う
い
う

兄
弟
が
い
る
か
ら
、
毎
日
が

楽
し
く
な
る
ん
だ
と
思
い
ま

し
た
。
し
ょ
う
会
は
、
こ
れ

で
終
わ
り
で
す
。

次
は
、
家
の
生
活
の
こ
と

で
す
。
家
は
農
家

で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
で
も
近
じ
ょ
の
方

が
い
ろ
い
ろ
お
す
そ
わ
け
を

し
て
く
れ
る
の
で
感
謝
し
て

い
ま
す
。
支
え
合

っ
て
生
き

る
と
い
う
の
は
す
ご
い
こ
と

だ
と
あ
ら
た
め
て
思
い
ま
し

た
。

「
や

っ
ぱ
り
、
日
頃

の
行

い
が
イ
イ
と
違
う
な
」
を
挨

拶
代
わ
り
に
バ
ス
に
乗
る
。

八
月
下
旬
よ
り
の
雨
雲
が
青

空
に
変
わ
っ
た
九
月
四
日
朝
、

目
的
地
、
富
岡
製
糸
工
場

へ

と
出
発
し
た
。

コ
ー
ス
の
メ

ニ
ュ
ー
は
変
化
に
富
ん
で
い

て
、
好
奇
心
旺
盛
な
参
加
者

二
十
二
名
を
十
分
に
満
足
さ

せ
て
く
れ
た
。
「無
言
館
」
で

作
品
を
目
の
前
に
す
る
と
、

七
十
年
の
歳
月
を
超
え
て
訴

え
続
け
る
戦
没
画
学
生
の
声

が
聞
こ
え
て
き
た
。
別
所
温

泉
で
北
向
観
音
に
手
を
合
わ

を
汲
み
、
糖
尿
病
予
備
軍
も

含
め
、
薬
効
を
信
じ
神
妙
に

飲
み
ほ
し
た
。
二
十
名
以
上

な
ら
バ
イ
キ
ン
グ
可
能
の
ホ

テ
ル
で
昼
食
。
窓
越
し
に
新

幹
線
上
田
駅
ビ
ル
を
眺
め
な

が
ら
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
飯
田

駅
の
姿
を
想
像
し
て
み
た
が
、

さ
て
？

バ
ス
を
降
り
、
日

傘
が
欲
し
い
午
後
の
日
差
し

の
中
を
富
岡
製
糸
工
場
に
向

か

っ
た
。
年
間
百
三
十
万
人

訪
れ
る
世
界
遺
産
。
そ
れ
は

私
た
ち
の
祖
先
が
創
り
上
げ

残
し
て
く
れ
た
も
の
。
我
が

郷
土
の
天
竜
社
も
。
規
模
は

桁
違
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

こ
こ
で
働
い
た
明
治
以
降

の
人
々
の
息
吹
が
伝
わ

っ

て
く
る
。
榛
名
山
に
抱
か

れ
、
伊
香
保
の
湯
で
磨
い

た
せ
い
か
十
年
は
若
返
り
、

ツ
ヤ
ツ
ヤ
の
顔
で
飲
む
ほ

ど
に
上
気
し
、
多
弁
に
な

り
歌
い
出
し
て
盛
り
上
が
っ

た
一枚
。
翌
朝
訪
れ
た
お
も
ち

ゃ

博
物
館

で
は
戦
後

の

「
昭

和
」
に
出
会

っ
た
。
青
春

の
真

っ
た
だ
中
の
自
分
の

時
代
を
回
想
し
な
が
ら
、

榛
名
湖

へ
向
か
う
バ
ス
に

リ
パ
ー
ク
に
着

い
た
。
　
一
千

頭
が
日
替
わ
り

で
出
演
し

て

い
る
と

い
う
。

リ
ピ

ー
タ
ー

が
減
ら
な
い
秘
訣
か
も
し
れ

な
い
。
陽
は
妙
義
山
に
傾
き
、

広
が
る
う
す
雲
に
、
明
日
は

雨
と
予
想
し
帰
路
に
着
い
た
。

日
本
の
近
代
化
を
熱
く
語
る
、

富
岡
製
糸
工
場
の
案
内
役
、

亀
井
さ
ん
。
丁
寧
な
バ
ス
ガ

イ
ド
の
松
澤
さ
ん
。
そ
し
て
、

参
加
二
十
二
名

一
人

一
人
の

言
葉
が
よ
み
が
え
っ
て
く
る
。

さ
ぁ
、
三
日
後
の
八
日
は

「
下
市
田
定
例
代
議
員
会
」

だ
に
。
研
修
の
成
果
や
い
か

こ
ｏ

ま

ゆ

白
き
繭
　
運
び
し
道
は

父
母
の

汗
光
る
坂
　
夢
紡
ぐ
辻

片
桐
和
夫

記

一
編
集
後
記

一

朝

に
夕

に
萩

の
郷

に
も
深

ま
り
ゆ
く
秋
を
感
じ
る
時
期

と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
好
天
に
も
恵
ま
れ

夏

・
秋
の
大
き
な
催
し
、
他

多
く
の
事
業
が
順
調
に
楽
し

く
出
来
て
い
ま
す
。
皆
様
方

の
御
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

わたしの作文
ぼくの作文

|●
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日
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列
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